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＜WGの目的＞
昭和基地では、環境保護に関する南極条約議定書締結(1988年1月14日)まで
は、廃棄物は、埋め立てられていた。現在その埋立地に残置されている廃棄物
と土壌の処理方針と方法を検討する。
体積約5,496㎥
埋立地面積約1,374㎡
埋立地対策検討ＷＧ報告
＜環境保護に関する南極条約議定書 基本方針＞
「南極観測行動によって発生した廃棄物は、発生者及び使用者が全て責任をもって処分する。」
「いかなる実行可能な方法によっても当該廃棄物を除去することが当該廃棄物を元の場所に残し
ておくことよりも大きな悪影響を環境に及ぼす場合には、適用しない。」
埋立地の経緯と現状
27次隊まで廃棄物は埋立てていた。
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＜埋立地状況＞
平面法面
埋立地対策検討ＷＧ報告 埋立地の経緯と現状
第51次隊：掘削土及び廃棄物サンプリング
国内にて成分分析を実施
第54次隊：地温計を設置
夏期に凍土が融解状況の確認（地表から深さ1.5mが活動層）
埋立地対策検討ＷＧ報告
過去の各調査について埋立地対策検討ＷＧ報告
55次隊：埋立地土壌中の廃棄物分布状況調査
掘削土及び廃棄物サンプリング
L1（800Hz）
L10（800Hz）
第56次：汚染拡散防止措置としてのシートを埋設
ブルーシート
地中探査レーダでのデータ取得作業
埋立地対策検討ＷＧ報告
過去の各調査について埋立地対策検討ＷＧ報告
※探査レーダによる調査図：赤部分が埋設物（廃棄物）、黒部分地盤（岩盤）
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第57次隊：雪解け水による汚染拡散防止措置とし
て、埋立地斜面側に導水壁の設置。
埋立地対策検討ＷＧ報告 過去の各調査について
凍土
１ｍ～１．５ｍ
・1.1m～1.5mの表層下は、凍土となっている。
・埋立地廃棄物の内容については、一般廃棄物(生活廃棄物)、観測機器、建築廃材
（火災した建物廃材も含む）、医療廃棄物、機械部品、車両廃棄物（雪上車1台、ス
ノーモビル1台）等が混在。
海水又は
海氷
埋立地対策検討ＷＧ報告
埋設廃棄物現状イメージ
過去の各調査について
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長期作業スケジュール埋立地対策検討ＷＧ報告
＜検討結果＞
第60次隊での埋立地試掘、調査方法について
・試掘、調査方法については、汚染の拡散防止を最優先として作業を計画した。
・今後の作業歩掛り算出のための試掘作業の計画、作業方法・手順、使用機材・機器類、
廃棄物保管方法・容器、安全対策等について細部まで打合せを実施。
・第55次隊調査時のグリット分け（10m×10m）を踏襲し、平坦部では、深さ約1.1～1.5m程
度凍土又は地盤までを掘削し、掘削土と廃棄物を分別する。
・海側法面は、法面崩壊による廃棄物の汚染拡散防止のため、重機にて勾配を緩くする。
・掘削廃棄物は、各梱包容器に保管後、翌年以降持ち帰り処分する。掘削土は埋め戻す。
昭和基地廃棄物埋立地対策検討ワーキンググループ（全５回）
埋立地対策検討ＷＧ報告
60次隊での埋立地試掘、調査方法についての検討結果埋立地対策検討 ＷＧ報告
第61次隊以降の作業方針
・廃棄物及び汚染の拡散防止を最優先とする。
・60次での試掘後、作業歩掛りに基づき長期スケジュールを再検討する。
・60次隊で試掘作業が完了しない場合は、61次隊でも引続き試掘作業を行う。
・作業計画は、60次隊での試掘作業結果及び61次隊以降毎年の現場の状況、作業結
果を踏まえ適宜見直しを行う。
第61次隊以降の作業方法
・廃棄物及び汚染の拡散防止を最優先とする。
・拡散防止策を行いつつ、法面及び平地の掘削及び分別処理を行う。
・廃棄物は適正に分別・保管し、翌年以降に国内に持ち帰り処理する。
・掘削土については、サンプルを国内に持ち帰って分析を行い、今後の処理について検討
する。
・拡散防止処理に目処がついた時点で、全量撤去か封じ込めの判断を行う。
埋立地対策検討ＷＧ報告
61次隊以降の作業方針、方法についての検討結果埋立地対策検討ＷＧ報告
汚染土：
・掘削土のサンプリング調査。
・昭和基地での汚染土の処理・浄化方法の検討。
汚染水：
・流入水のサンプリング調査。
・昭和基地での汚染水の処理・浄化方法の検討。
廃棄物の性状：
・特別管理産業廃棄物であった場合の作業方法の変更について検討。
※ 「爆発性、毒性、感染性その他の人の健康又は生活環境に係る被害を生ずるおそれがある性状
を有する廃棄物」を特別管理廃棄物として規定し、必要な処理基準を設け、通常の廃棄物よりも厳し
い規制を行っている廃棄物。（廃水銀、廃PCB、廃石綿など）
凍土への対応：
・経年変化、硬度調査等を実施し、掘削可否について現場で随時確認する。
＜今後の課題＞
掘削時の機材：
・油圧ショベルの大型化。
・掘削土廃棄物混じりの土砂のふるい分け機の検討。
・掘削土の含水率により、処理方法を検討する。
流入水、雪解け水：
・汚染拡散防止策として素掘り側溝等の措置。
埋立地対策検討ＷＧ報告 今後の課題
40ft コンテナ
掘削区画（A4）
重機搬入経路
計画時掘削区画
計画時重機
搬入経路
積雪箇所
掘削時埋立地の状況60次昭和基地廃棄物埋立地 試掘
・掘削土と分別された廃棄物
作業状況及び廃棄物の分別・梱包60次昭和基地廃棄物埋立地 試掘
パワーショベル（0.25）
フォークにて廃棄物分別作業
持帰り容器：リターナブルパレット 8基。
12ftコンテナにて保管
掘削土： 88.13㎥
廃棄物：35.68㎥、5.84t
＜作業実績＞
・掘削場所、掘削面積：A4区画（海側半分）、97.92㎡
・掘削立米数：107.712㎥
・掘削土： 88.13㎥
・掘削廃棄物：35.68㎥、5.84t 容器：リターナブルパレット 8基に分別後12ftコンテナに
2基づつ収納12ftコンテナ4基にて持帰り準備完了。
・1㎡あたり：掘削土量1.76㎥、廃棄物量0.71㎥
・作業日数：11日間（内、掘削3日、埋戻し1日）
・人工数：23人工（内掘削、埋戻し重機オペ5人工）
・使用重機：パワーショベル（0.25）1台～2台
・アタッチメント等：スケルトンバケット（8×6cm）、フォーク
60次試掘 実施区画（A4区画半分）
作業実績
上空からの埋立地全景
60次試掘部 97.92㎡
107.712㎥
ご清聴ありがとうございました。
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